
さつま町議会だより №６ ⑧

環境美化を呼びかける看板（紫尾地区）

町
長
　
豊
か
な
自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
生
か
し
た
交
流

人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
個
々
の
取
り
組

み
を
一
本
化
し
、
本
年
度

「
さ
つ
ま
町
観
光
推
進
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
を

基
に
交
流
人
口
２
０
０
万
人

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美
化
活
動
の
推
進
を

町
長
／
不
法
投
棄
者
は
厳
重
対
処

東　哲雄議員

観光交流の具体策は

町長／観光推進基本計画を策定
中尾正男議員

東
　
巡
視
活
動
が
実
施
さ
れ

る
な
か
、
ご
み
、
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
は
後
を
絶
た
な

い
。
推
進
員
の
強
化
を
含
め
、

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

町
長
　
今
後
も
住
民
の
環
境

美
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
不
法

投
棄
の
情
報
や
推
進
員
の
活

動
報
告
を
基
に
、
撤
去
作
業

や
悪
質
な
投
棄
者
に
は
警
察

と
連
携
し
、
厳
重
に
対
処
し

ま
す
。
推
進
員
の
増
員
は
、

区
域
の
現
状
を
良
く
聞
き
な

が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東
　
町
道
の
維
持
管
理
、
補

修
は
年
次
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
日
常
生
活
に
身
近

な
箇
所
を
重
視
す
べ
き
と
思

う
。
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

中
尾
　
鶴
田
、
神
子
地
区
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
適

し
た
広
場
が
な
い
。
荒
廃
化

し
て
い
る
町
有
地
を
整
備
し

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
町
有
地
の
整
備
に
は

多
額
の
工
事
費
が
必
要
と
見

込
ま
れ
る
の
で
、
十
分
な
検

討
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

公
民
館
敷
地
を
は
じ
め
、
既

存
の
施
設
を
有
効
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
」

事
業
推
進
と
生
息
環
境
保
全

に
つ
い
て

町
長
　
舗
装
の
老
朽
化
が
進

む
路
線
は
数
多
く
あ
る
が
、

補
修
工
事
に
は
補
助
事
業
が

導
入
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
作
業

班
を
一
本
化
し
効
率
的
な
体

制
で
可
能
な
限
り
応
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
町
内
を

回
り
、
道
路
の
現
状
を
把
握

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
尾
　
総
合
振
興
計
画
に

「
交
流
人
口
２
０
０
万
人
」

を
目
指
し
た
観
光
交
流
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
策
を
伺

う
。

町
道
の
管
理
充
実

を
図
れ

町
長
／
19
年
度
作
業

　
　
　
班
を
一
本
化

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
の
設
置
を

町
長
／
多
額
の
工
事

　
　
　
費
が
必
要

全国から申込みがある「ほたる舟」


